
病院勤務医の負担軽減＿R5計画調査

令和5年度　病院勤務医および医療従事者の負担の軽減及び処遇の改善に資する計画

↓ ↓

新規、継続・強化の別 取組内容 数値目標 取組内容 数値目標

医師・看護師等の業務分担 助産師との連携 強化 院内助産の取り組み 具体的検討 院内助産への取り組み 具体的検討

継続 助産師外来の再開
助産師ラダー取得者3名へ

始動
助産師外来の再開 始動

看護職員関係

薬剤師関係 継続 麻酔科外来での手術前面談の実施 週1回 麻酔科外来での手術前面談の実施 週1回

新規・継続
病棟薬剤業務の充実

・持参薬の代替薬の提案
月10件

病棟薬剤業務の充実

（退院時に薬剤管理サマリーの発行等）

強化 ICUへの薬剤師配置 週20時間 ICU及び手術室への薬剤師配置

臨床検査技師関係

その他の職種 心カテ記録及び症例の登録代行 100%

医師より依頼された術前胃透視の精密検診 100%

継続 リハにおける嚥下造影の準備（STが実施） 100 リハにおける嚥下造影の準備（STが実施）

継続 外来リハ診療料2を算定（心リハ、整形リハの診察業務を軽減） 100
外来リハ診療料2を算定（心リハ、整形リハの診察業務

を軽減）

継続 透析の穿刺を行なう(Dr不在時) 80

新規
エコーを用いた内シャント評価を行い、不全症例を早

期に対策する事で再手術となる症例を減らす
80

継続 時間外の緊急内視鏡発生時に部屋の準備を行なう 100

新規
心臓外科 EVER(腹部大動脈ステントグラフト内挿術)

時の清潔野でのデバイス準備など
100

総合支援センター 継続 入院前からのクリニカルパスの抽出・説明を継続する 入院前からのクリニカルパスの抽出・説明を継続する

医師に対する医師事務作業補助体制 医師事務作業補助者の配置 栄養管理部 継続）栄養指導依頼代行入力 栄養指導依頼のクラーク代行入力

継続 勉強会の実施 10回/年

継続 新規採用に伴う業務効率の強化 15対１の維持

医師事務作業補助者の業務拡大

地域の他の医療機関との連携 地域の他の医療機関との連携

交代勤務制の導入の検討 交代勤務制の検討

宿日直シフトの見直し

院内保育の設置 院内保育の設置

予定手術の場合の当直、夜勤体制 予定手術の場合の当直、夜勤体制の検討

外来縮小の取り組み 初診時選定療養費

時間外選定療養費

再診時選定療養費

逆紹介の推進

部署

特定行為看護師の育成と活動拡大

・活動定着・拡大に向けた手順書の検討

・R5年度の受講者増を目指した院内周知

レベルⅠ：13人

レベルⅡ：26人

レベルⅢ：4人

IVナースの増員

・IVナース育成の体制構築

・レベルⅡ・Ⅲの増員

令和5年度の計画（重点強化を図る取組）

強化

特定行為看護師の育成と活動拡大

・活動定着・拡大に向けた手順書の検討

・R6年度の受講者増を目指した院内広報

R4年度とは異なる特定行

為の実施

特定行為数増

強化

IVナースの増員

・IVナース育成の体制構築

・レベルⅡ・Ⅲ取得者増

病院勤務医の負担軽減

リハビリテーション部

ＭＥセンター

ロボット手術の第2助手

緊急内視鏡への対応

負担軽減項目 取組項目

看護局

看護局

術中麻酔管理領域

の手順書見直し

放射線部

薬剤部

外来腹部エコー、心エコーの検査技師による実施

外来腹部エコー：100％

外来心エコー：20％

（現状維持）

検査部

育児・介護休業法の規定を活用した短

時間正規雇用医師の活用

育児又は介護のための所定労働時間の短縮措

置を活用した医師の活用

クラーク個々のスキルアップ

業務効率化のため配置転換への取り組み

診療支援室

外来腹部エコー、頚部エコ－、下肢静脈エコ－、

健診腹部エコ－・乳腺エコ－、

心エコーの検査技師による実施

外来腹部エコー：100％

外来心エコー：20％

健診等エコ－：100％

令和4年度の計画（重点強化を図る取組）

レベルⅠ：14人

レベルⅡ：26人

レベルⅢ：4人


